
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ福井県経済連 担い手対策課 

平成２６年度 

担い手対応情報 

℡０７７６－９１－０１８７ 

 

 １０月８日（水）㈱くみあい電算センター及び経

済連総合センターにおいて、２６年度第３回ＴＡＣ

担当者研修会が開催されました。県下９ＪＡのＴＡ

Ｃをはじめ、３１名の参加がありました。 

 研修会では、『営農計画策定支援システムＺ－ＢＦ

Ｍの操作について』、『米穀情勢について』、『平成２

６年度稲作概況について』、『農機レンタル事業につ

いて』のカリキュラムにて進められました。 

 

  

平成２６年度の稲作概況については福井県農業試

験場作物部 中村真也氏より、７月時の概況のま

とめ、７月以降の天候や稲の生育について、本年

の水稲気象対策試験の収量・品質・食味について、

次年度の土づくりの推進についての講習がありま

した。 

 農機レンタル事業については農業機械課の前川

課長より、農機レンタルの活用方法や要領につい

て説明がありました。農機レンタルは、農機導入

費用コストを抑えることができるためコスト削減

効果が高いことや、農機レンタル事業を通して担

い手農家への支援や農業の発展に有効活用してい

ただきたい旨話がありました。 

営農計画策定支援システム「Ｚ－ＢＦＭ」の研修

では、ＪＡ全農営農販売企画部 農産物商品開発室

つくば分室 村岡氏より、経営者の悩みをふまえた

上で面積・労働力の入力と作目を選択することで最

適な栽培計画を手軽にシミレーションできるシス

テムという説明がありました。その計画を用いてよ

り現実に沿った営農計画を策定していくためには、

まずそれぞれの担い手農家の経営状態や面積・労働

力などを知ることが必要という話もありました。 

操作の研修では、基本的な操作方法を学び実際に

分析する際必要となる手順と考え方を確認し、実例

を基にしたシミレーションが行われました。 

 



９月２３日、ＪＡ福井市南部および隣接圃場で西川知

事が参加のもと、県・ＪＡ・一般農家１００名が参加し、

開催されました。 

 西川知事から「農家の皆様のご努力によって、本県産

コシヒカリは特Ａとなった。４年後にはポストコシヒカ

リが登録される予定や福井米の品質向上には土づくりが

基本、しっかり取り組んで欲しい」旨挨拶がありました。 

 次に、ＪＡ福井市南部前田経営管理委員会会長から「米

を巡る情勢は厳しいものがあるが関係団体、農家一体と

なって品質の高い米を作っていこう」という挨拶があっ

た後、各種農業機械によるデモンストレーションの実演

がありました。 

 

 ＪＡテラル越前は全国さといも産地交流会「コロちゃん祭

り 2014」を大野、勝山同ＪＡ本支店などで開催されました。

初日は講演会やパネルディスカッションを開いて生産振興

について意見交換した他、安全で安心な産地づくりを目指

し、サトイモの魅力を全国に発信するとした大会宣言を採択

しました。全国規模の交流会は初めてで８県９ＪＡの約 300

人が参加しました。ＪＡ勝山中支店でパネルディスカッショ

ンを行い、各ＪＡ担当者の代表が産地の概要やサトイモの特

徴を紹介するとともに各産地で課題となっている生産量の

確保や拡大について意見を出し合っていました。 

 

北倉福井農林総合事務所経営支援部長から、「水田の作土深１５㎝が確保されているのは本県水田全体

の３０%しかないこと、みかけの耕深２５㎝が本来の１５㎝で有ること」などが機械実演を交えて説明が

ありました。その後の研修会では山形大学の藤井教授から「秋の田起こしや土壌改良資材の利用による

米の品質向上対策の講演」経済連担い手対策課より、土壌分析結果による福井県の水田土壌の状況につ

いて説明がありました。 

 出席者一同「土づくりの重要性」を再認識した大会でした。 

 

ＪＡテラル越前、ＪＡ新潟みらいの取組報告・事例発表や

記念講演も開かれました。 

２日目は、１日ＰＲ大使委嘱式が行われ三屋裕子氏、湊川

親方、ナナ・イロが選任されました。県内出身のデュオ「ナ

ナ・イロ」が作った「さといもの歌」の発表で会場を盛り上

げた他、各県のサトイモ焼酎の試飲や販売、松ヶ根部屋の力

士によるサトイモちゃんこ鍋のふるまいがあり、大勢の人た

ちが詰めかけました。 

 

 



 

 

 

 

    

 

県内ＪＡ職員から選ばれたキャンペーンガール

「ライスレディ」２人も加わり、高さ４・５メート

ルの稲架に稲束を勢いよく放り投げていました。 

天日乾燥した後、２６日に稲架から下ろし乾燥調

整します。ＪＡはるえの小林清崇組合長は「田んぼ

アートも稲架掛けも初の取組みだが、上手くいって

よかった。稲架掛けは自身が４０年ぶりで懐かしか

った。」と当時を振り返っておられました。 

９月２４日（水）、県農業会館前に幅２

０メートルの稲架場がお目見えしまし

た。ＪＡ県５連が毎年行っているもので、

今年で７年目になります。ずらりと並ん

だ稲穂が、街中の一角に田園風景を醸し

出し、通行人の目を引きました。 

次世代へ日本の農業と食文化を伝える

とともに、自然環境や食の安全・安心に

対する思いを季節感とともに感じてもら

おうと、県ＪＡグループが企画しました。

稲架場の中央にはＪＡはるえ青壮年部が

手作りした看板も掲げられました。 

 

稲架掛けしたのは、ＪＡはるえ管内で旧春

江町の町花のユリをモチーフにした田んぼア

ートの稲穂です。午前中にＪＡはるえ青壮年

部大石支店の職員をはじめ、ＪＡ、県、坂井

市職員ら６０人余りが１０アールに実った稲

穂を手刈りしました。 

田んぼアートに使った「あきさかり」、古代

米、もち米の中から「あきさかり」を同会館

前に運んで、稲架掛けしました。 

 



 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年はお好み焼き屋の千房とタイアップし福井米を使用したオリジナルメニューを販売します。 

記者発表終了後の街頭キャラバンではなんばグランド花月横でウーマンラッシュアワー、ライスレディ

と共に福井米の紹介やじゃんけん大会を行いました。大勢の方に集まって頂き、大変盛り上がりました。 

                 （福井米キャンペーン期間：２０１４年９月１日～１２月３１日） 

 

平成２６年産福井米キャンペーンの記者

発表が８月２６日（火）吉本興業大阪本社

で行われました。今回はよしもと×福井米

コラボレーション第３弾！ということで、

「熱血！よしもと福井米学園 この秋、開

校」と題し、よしもと福井米学園理事長 す

ち子、校長 池乃めだか、現代社会の先生 月

亭八光、保健室先生 宇都宮まき、体育の先

生 吉田裕、生徒会会長・副会長 ウーマン

ラッシュアワーの計７名とライスレディ３

名で関西を中心に量販店等で福井米キャン

ペーンを展開していきます。 



 

 ９月２７日（土）、浅田クッキングスクールにて、

福井の美味しい食材料理コンクールが開催されまし

た。 

日常の食生活の中に福井県産農畜産物をより活用

してもらうため、地産地消でオリジナルレシピ「福

井の美味しい再発見」をテーマとしました。募集内

容は、料理部門・スイーツ部門から種別を選択し必

須材料（若狭牛、米又は米粉、ミディトマト、白ネ

ギ、牛乳）と選択材料ともに一品以上使用すること

です。 

 募集内容の食材の使用を条件としたオリジナル

レシピを募集し、応募総数３７７点の中から書類審

査で選ばれた１０名が当日の浅田クッキングスク

ールで実技審査会に出場し、料理の腕をふるいまし

た。 

 どの競技者も緊張していましたが、自分の腕を十分

に発揮しようと一生懸命料理に取り組んでいました。 

どの作品も甲乙付け難く、審査に時間がかかりまし

た。 

受賞者は、 

最優秀 福井農林高校 平井奈緒美さん 

    作品名：さといもっちりお好み焼き 

優秀賞 

福井県農林水産部長賞 一般 土谷則子さん 

    作品名：若狭牛ギュウと丼 

優秀賞 

福井新聞社賞 仁愛大学 山田勝一郎さん 

    作品名：若狭牛のたまごのりまき 

優秀賞 

ＮＨＫ福井放送局長賞 奥越明成高校 星山佳代さん 

    作品名：梨ロール梅酒ジュレ 

  
  最優秀賞・優秀賞に選ばれた４つの作品のいずれか２つを１０月１日（水）～１０日（金）までの間、クイ

ーンアリス（浅田クッキングスクール）のランチの中で提供されました。 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


